
川崎市職員の標準職務遂行能力を定める要綱 
 

職員（市長事務部局の職員に限る。）に係る地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）第１５条の２

第１項第５号及び教育公務員特例法（昭和２４年法律第１号）第１０条第２項の標準職務遂行能力は、

別表の左欄に掲げる職務の種類及び同表の中欄に掲げる標準的な職（川崎市職員の標準的な職を定める

規則（平成２８年川崎市規則第１０号）で定める標準的な職をいう。）に応じ、それぞれ同表の右欄に掲

げるとおりとする。 
 

   附 則 
 この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
 この要綱は、平成３０年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
 この要綱は、令和５年３月２８日から施行し、令和４年４月１日から適用する。 
 
   附 則 
 この要綱は、令和６年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
 この要綱は、令和７年４月１日から施行する。 
 
別表 

職務の 
種類 

標準的

な職 
標準職務遂行能力 

川崎市職員

の給与に関

する条例（昭

和３２年川

崎市条例第

２９号。以下

「条例」とい

う。）別表第

１行政職給

料表（１）の

適用を受け

る職員の職

局長 倫理 全体の奉仕者として、高い倫理感を有するとともに

、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することが

できる。 
構想 所管行政を取り巻く状況を的確に把握し、先々を見

通しつつ、市民の視点に立って、局の重要課題につ

いて基本的な方向性を示すことができる。 
判断 局の責任者として、その重要課題について、豊富な

知識・経験及び情報に基づき、冷静かつ迅速な判断

を行うことができる。 
説明・調

整 
所管行政について適切な説明を行うとともに、組織

方針の実現に向け、困難な調整を行い、合意を形成

することができる。 



務 
 

組織マ

ネジメ

ント 

市民の視点に立ち、責任感を持って、効率的に業務

を進めることができる。また、指導力を発揮し、部

下の志気を高め、組織を牽引し、成果を挙げること

ができる。 
部長 倫理 全体の奉仕者として、高い倫理感を有するとともに

、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することが

できる。 
構想 所管行政を取り巻く状況を的確に把握し、先々を見

通しつつ、市民の視点に立って、担当分野の重要課

題について基本的な方針を示すことができる。 
判断 担当分野の責任者として、その重要課題について、

豊富な知識・経験及び情報に基づき、冷静かつ迅速

な判断を行うことができる。 
説明・調

整 
所管行政について適切な説明を行うとともに、組織

方針の実現に向け、局長を助け、困難な調整を行い

、合意を形成することができる。 
組織マ

ネジメ

ント 

市民の視点に立ち、責任感を持って、効率的に業務

を進めることができる。また、指導力を発揮し、部

下の統率を行い、成果を挙げることができる。 
課長 倫理 全体の奉仕者として、高い倫理感を有するとともに

、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することが

できる。 
構想 所管行政を取り巻く状況を的確に把握し、市民の視

点に立って、行政課題に対応するための方針を示す

ことができる。 
判断 課の責任者として、適切な判断を行うことができる

。 
説明・調

整 
所管行政について適切な説明を行うとともに、組織

方針の実現に向け、関係者と調整を行い、合意を形

成することができる。 
組織マ

ネジメ

ント 

市民の視点に立ち、責任感を持って、効率的に業務

を進めることができる。また、適切に業務を配分し

た上、進捗管理及び的確な指示を行い、成果を挙げ

るとともに、部下の指導・育成を行うことができる

。 
課長補

佐 
倫理 全体の奉仕者として、高い倫理感を有するとともに

、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することが

できる。 



企画・立

案、事務

事業の

実施 

組織や上司の方針に基づいて、施策の企画・立案や

事務事業の実施の実務の中核を担うことができる。 

判断 課長を補佐する立場として、処理すべき事案につい

て、適切な判断を行うことができる。 
説明・調

整 
担当する事案について論理的な説明を行うととも

に、組織方針の実現に向け、関係者と粘り強く調整

を行うことができる。 
組織マ

ネジメ

ント 

課長を補佐し、段取りや手順を整え、責任感を持っ

て、効率的に業務を進めることができる。また、部

下の指導、育成及び活用を行うことができる。 
係長 倫理 全体の奉仕者として、高い倫理感を有するとともに

、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することが

できる。 
企画・立

案、事務

事業の

実施 

組織や上司の方針に基づいて、施策の企画・立案や

事務事業の実施の実務の中核を担うことができる。 

判断 自ら処理すべき事案について、適切な判断を行うこ

とができる。 
説明・調

整 
担当する事案について論理的な説明を行うととも

に、関係者と粘り強く調整を行うことができる。 
組織マ

ネジメ

ント 

段取りや手順を整え、責任感を持って、効率的に業

務を進めることができる。また、部下の指導、育成

及び活用を行うことができる。 
主任 倫理 全体の奉仕者として、高い倫理感を有するとともに

、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することが

できる。 
知識・技

術 
担当業務に必要な専門的知識・技術を習得し、問題

点を的確に把握し、対応することができる。 
チーム

ワーク 
上司・同僚等と円滑かつ適切なコミュニケーション

により、チームワークの向上を図ることができる。 
説明・応

対 
担当する事案について分かりやすい説明・応対を行

うことができる。 
業務遂

行 
後輩職員を支援しながら、責任感を持って、意欲的

に業務に取り組むことができる。 
職員 倫理 全体の奉仕者として、高い倫理感を有するとともに



、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することが

できる。 
知識・技

術 
業務に必要な知識・技術を習得することができる。 

チーム

ワーク 
上司・同僚等と円滑かつ適切なコミュニケーション

により、チームワークの向上を図ることができる。 
説明・応

対 
担当する事案について分かりやすい説明・応対を行

うことができる。 
業務遂

行 
責任感を持って、意欲的に業務に取り組むことがで

きる。 
条例別表第

２行政職給

料表（２）の

適用を受け

る職員の職

務 

職長 倫理 全体の奉仕者として、高い倫理感を有するとともに

、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することが

できる。 
知識・技

能 
担当業務についての知識・技能及び経験に基づき、

的確に業務を遂行することができる。 
コミュ

ニケー

ション 

市民・上司・同僚等と円滑かつ適切なコミュニケー

ションをとることができる。 

業務遂

行 
後輩職員を支援しながら、責任感を持って、意欲的

に業務に取り組むことができる。 
職員 倫理 全体の奉仕者として、高い倫理感を有するとともに

、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することが

できる。 
知識・技

能 
業務に必要な知識・技能を習得することができる。 

コミュ

ニケー

ション 

市民・上司・同僚等と円滑かつ適切なコミュニケー

ションをとることができる。 

業務遂

行 
責任感を持って、意欲的に業務に取り組むことがで

きる。 
条例別表第

３医療職給

料表（１）の

適用を受け

る職員の職

務 

医務監 倫理 全体の奉仕者として、高い倫理感を有するとともに

、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することが

できる。 
構想 所管行政を取り巻く状況を的確に把握し、先々を見

通しつつ、市民の視点に立って、局の重要課題につ

いて基本的な方向性を示すことができる。 
判断 局の責任者として、その重要課題について、豊富な

知識・経験及び情報に基づき、冷静かつ迅速な判断



を行うことができる。 
説明・調

整 
所管行政について適切な説明を行うとともに、組織

方針の実現に向け、困難な調整を行い、合意を形成

することができる。 
組織マ

ネジメ

ント 

市民の視点に立ち、責任感を持って、効率的に業務

を進めることができる。また、指導力を発揮し、部

下の志気を高め、組織を牽引し、成果を挙げること

ができる。 
部長 倫理 全体の奉仕者として、高い倫理感を有するとともに

、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することが

できる。 
構想 所管行政を取り巻く状況を的確に把握し、先々を見

通しつつ、市民の視点に立って、担当分野の重要課

題について基本的な方針を示すことができる。 
判断 担当分野の責任者として、その重要課題について、

豊富な知識・経験及び情報に基づき、冷静かつ迅速

な判断を行うことができる。 
説明・調

整 
所管行政について適切な説明を行うとともに、組織

方針の実現に向け、局長を助け、困難な調整を行い

、合意を形成することができる。 
組織マ

ネジメ

ント 

市民の視点に立ち、責任感を持って、効率的に業務

を進めることができる。また、指導力を発揮し、部

下の統率を行い、成果を挙げることができる。 
課長 倫理 全体の奉仕者として、高い倫理感を有するとともに

、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することが

できる。 
構想 所管行政を取り巻く状況を的確に把握し、市民の視

点に立って、行政課題に対応するための方針を示す

ことができる。 
判断 課の責任者として、適切な判断を行うことができる

。 
説明・調

整 
所管行政について適切な説明を行うとともに、組織

方針の実現に向け、関係者と調整を行い、合意を形

成することができる。 
組織マ

ネジメ

ント 

市民の視点に立ち、責任感を持って、効率的に業務

を進めることができる。また、適切に業務を配分し

た上、進捗管理及び的確な指示を行い、成果を挙げ

るとともに、部下の指導・育成を行うことができる



。 
係長 倫理 全体の奉仕者として、高い倫理感を有するとともに

、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することが

できる。 
企画・立

案、事務

事業の

実施 

組織や上司の方針に基づいて、施策の企画・立案や

事務事業の実施の実務の中核を担うことができる。 

判断 自ら処理すべき事案について、適切な判断を行うこ

とができる。 
説明・調

整 
担当する事案について論理的な説明を行うととも

に、関係者と粘り強く調整を行うことができる。 
組織マ

ネジメ

ント 

段取りや手順を整え、責任感を持って、効率的に業

務を進めることができる。また、部下の指導、育成

及び活用を行うことができる。 
職員 倫理 全体の奉仕者として、高い倫理感を有するとともに

、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することが

できる。 
知識・技

術 
業務に必要な知識・技術を習得することができる。 

チーム

ワーク 
上司・同僚等と円滑かつ適切なコミュニケーション

により、チームワークの向上を図ることができる。 
説明・応

対 
担当する事案について分かりやすい説明・応対を行

うことができる。 
業務遂

行 
責任感を持って、意欲的に業務に取り組むことがで

きる。 
条例別表第

４医療職給

料表（２）の

適用を受け

る職員の職

務 

部長 倫理 全体の奉仕者として、高い倫理感を有するとともに

、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することが

できる。 
構想 所管行政を取り巻く状況を的確に把握し、先々を見

通しつつ、市民の視点に立って、担当分野の重要課

題について基本的な方針を示すことができる。 
判断 担当分野の責任者として、その重要課題について、

豊富な知識・経験及び情報に基づき、冷静かつ迅速

な判断を行うことができる。 
説明・調

整 
所管行政について適切な説明を行うとともに、組織

方針の実現に向け、局長を助け、困難な調整を行い

、合意を形成することができる。 



組織マ

ネジメ

ント 

市民の視点に立ち、責任感を持って、効率的に業務

を進めることができる。また、指導力を発揮し、部

下の統率を行い、成果を挙げることができる。 
 

課長 倫理 全体の奉仕者として、高い倫理感を有するとともに

、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することが

できる。 
 
 

構想 所管行政を取り巻く状況を的確に把握し、市民の視

点に立って、行政課題に対応するための方針を示す

ことができる。 
判断 課の責任者として、適切な判断を行うことができる

。 
説明・調

整 
所管行政について適切な説明を行うとともに、組織

方針の実現に向け、関係者と調整を行い、合意を形

成することができる。 
組織マ

ネジメ

ント 

市民の視点に立ち、責任感を持って、効率的に業務

を進めることができる。また、適切に業務を配分し

た上、進捗管理及び的確な指示を行い、成果を挙げ

るとともに、部下の指導・育成を行うことができる

。 
課長補

佐 
倫理 全体の奉仕者として、高い倫理感を有するとともに

、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することが

できる。 
企画・立

案、事務

事業の

実施 

組織や上司の方針に基づいて、施策の企画・立案や

事務事業の実施の実務の中核を担うことができる。 

判断 課長を補佐する立場として、処理すべき事案につい

て、適切な判断を行うことができる。 
説明・調

整 
担当する事案について論理的な説明を行うととも

に、組織方針の実現に向け、関係者と粘り強く調整

を行うことができる。 
組織マ

ネジメ

ント 

課長を補佐し、段取りや手順を整え、責任感を持っ

て、効率的に業務を進めることができる。また、部

下の指導、育成及び活用を行うことができる。 
係長 倫理 全体の奉仕者として、高い倫理感を有するとともに



、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することが

できる。 
企画・立

案、事務

事業の

実施 

組織や上司の方針に基づいて、施策の企画・立案や

事務事業の実施の実務の中核を担うことができる。 

判断 自ら処理すべき事案について、適切な判断を行うこ

とができる。 
説明・調

整 
担当する事案について論理的な説明を行うととも

に、関係者と粘り強く調整を行うことができる。 
組織マ

ネジメ

ント 

段取りや手順を整え、責任感を持って、効率的に業

務を進めることができる。また、部下の指導、育成

及び活用を行うことができる。 
主任 倫理 全体の奉仕者として、高い倫理感を有するとともに

、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することが

できる。 
知識・技

術 
担当業務に必要な専門的知識・技術を習得し、問題

点を的確に把握し、対応することができる。 
チーム

ワーク 
上司・同僚等と円滑かつ適切なコミュニケーション

により、チームワークの向上を図ることができる。 
説明・応

対 
担当する事案について分かりやすい説明・応対を行

うことができる。 
業務遂

行 
後輩職員を支援しながら、責任感を持って、意欲的

に業務に取り組むことができる。 
職員 倫理 全体の奉仕者として、高い倫理感を有するとともに

、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行することが

できる。 
知識・技

術 
業務に必要な知識・技術を習得することができる。 

チーム

ワーク 
上司・同僚等と円滑かつ適切なコミュニケーション

により、チームワークの向上を図ることができる。 
説明・応

対 
担当する事案について分かりやすい説明・応対を行

うことができる。 
業務遂

行 
責任感を持って、意欲的に業務に取り組むことがで

きる。 
条例別表第

４の２大学

教育職給料

教授 倫理 高い倫理観を有し、教育研究上の課題に責任を持っ

て取り組むとともに、服務規律を遵守し、公正に職

務を遂行することができる。 



表の適用を

受ける職員

の職務 

学部長については、特に高い倫理観を有し、学長及

び副学長を補佐して学部運営に責任を持って取り

組むとともに、服務規律を遵守し、公正に職務を遂

行することができる。 
副学長については、特に高い倫理観を有し、学長を

補佐して大学運営に責任を持って取り組むととも

に、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行すること

ができる。 
学長については、特に高い倫理観を有し、大学運営

に責任を持って取り組むとともに、服務規律を遵守

し、公正に職務を遂行することができる。 
研究科長については、特に高い倫理観を有し、学長

及び副学長を補佐して研究科運営に責任を持って

取り組むとともに、服務規律を遵守し、公正に職務

を遂行することができる。 
教育・研

究・社会

貢献 

担当分野の教育・研究並びに社会貢献に必要な知

識・技術及び経験に基づき、適切に教育・研究を進

め、また後進を育成することができる。 
学部長、副学長、学長及び研究科長については、教

育・研究並びに社会貢献に必要な知識・技術及び経

験に基づき、適切に教育・研究を進め、また後進を

育成することができる。 
判断 担当分野・担当業務の責任者として、適切な判断を

行うことができる。 
学部長については、学部運営の責任者として、適切

な判断を行うことができる。 
副学長については、大学の代表者である学長を補佐

し、大学運営について、適切な判断を行うことがで

きる。 
学長については、大学の代表者として、適切な判断

を行うことができる。 
研究科長については、研究科運営の責任者として、

適切な判断を行うことができる。 
説明・調

整 
担当分野の運営・担当業務を円滑に遂行できるよう

関係者と調整を行い、合意を形成することができ

る。 
学部長については、学部運営を円滑に遂行できるよ

う学長及び副学長を補佐するとともに、担当業務を



円滑に遂行できるよう関係者と調整を行い、合意を

形成することができる。 
副学長については、大学運営を円滑に遂行できるよ

う学長を補佐するとともに、関係者と幅広く調整を

行い、合意を形成することができる。 
学長については、大学運営を円滑に遂行できるよう

関係者と幅広く調整を行い、合意を形成することが

できる。 
研究科長については、研究科運営を円滑に遂行でき

るよう学長及び副学長を補佐するとともに、担当業

務を円滑に遂行できるよう関係者と調整を行い、合

意を形成することができる。 
組織マ

ネジメ

ント 

担当分野・担当業務の責任者として、適切に業務を

配分した上、進捗管理及び的確な指示を行い、責任

感を持って、効率的に業務を進めることができる。 
学部長については、学部全体に適切に業務を配分し

た上、進捗管理及び的確な指示を行い、責任感を持

って、効率的に業務を進めることができる。 
副学長については、学長を補佐し、大学全体に適切

に業務を配分した上、進捗管理及び的確な指示を行

い、責任感を持って、効率的に業務を進めることが

できる。 
学長については、大学全体に適切に業務を配分した

上、進捗管理及び的確な指示を行い、責任感を持っ

て、効率的に業務を進めることができる。 
研究科長については、研究科全体に適切に業務を配

分した上、進捗管理及び的確な指示を行い、責任感

を持って、効率的に業務を進めることができる。 
准教授 倫理 高い倫理観を有し、教育研究上の課題に責任を持っ

て取り組むとともに、服務規律を遵守し、公正に職

務を遂行することができる。 
教育・研

究・社会

貢献 

担当分野の教育・研究並びに社会貢献に必要な知識

・技術及び経験に基づき、適切に教育・研究を進め

、また後進を育成することができる。 
判断 担当業務の遂行にあたって、適切な判断を行うこと

ができる。 
説明・調

整 
関係者と円滑なコミュニケーションをとり、調整す

ることができる。 



業務遂

行 
担当業務について、責任感を持って、効率的に業務

を進めることができる。 
講師 倫理 高い倫理観を有し、教育研究上の課題に責任を持っ

て取り組むとともに、服務規律を遵守し、公正に職

務を遂行することができる。 
教育・研

究・社会

貢献 

担当分野の教育・研究並びに社会貢献に必要な知識

・技術及び経験に基づき、適切に教育・研究を進め

ることができる。 
判断 担当業務の遂行にあたって、適切な判断を行うこと

ができる。 
説明・調

整 
関係者と円滑なコミュニケーションをとり、調整す

ることができる。 
業務遂

行 
担当業務について、責任感を持って、効率的に業務

を進めることができる。 
助教 倫理 高い倫理観を有し、教育研究に意欲を持って取り組

むとともに、服務規律を遵守し、公正に職務を遂行

することができる。 
教育・研

究・社会

貢献 

担当分野の教育・研究並びに社会貢献に必要な知識

・技術を習得し、適切に教育・研究を進めることが

できる。 
判断 担当業務の遂行にあたって、適切な判断を行うこと

ができる。 
説明・調

整 
関係者と円滑なコミュニケーションをとり、調整す

ることができる。 
業務遂

行 
担当業務について、責任感を持って、効率的に業務

を進めることができる。 
 


